
【車両の環境対策】

排ガス・燃費に
関する測定・評
価基準の確立・
改善、国際基準
調和への反映

予算額：
180百万円

大気環境保全
及び地球温暖
化防止

環境省、経済産
業省等による排
ガス・燃費基準
、税制優遇措置
の検討及び見
直し

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム インパクト

新たな試験方法や試験機器
等を用いた排ガス・燃費の
実測データ等の測定・収集、
国際基準調和のための諸外
国の基準に関する評価・分
析

現状把握

課題設定 自動車産業の国際競争力を維持する観点からも、自動車の性能向上や新技術の導入状
況、及び諸外国における規制動向等について把握しつつ、日本が主導する国際的な測定
・評価手法の確立・改善に必要となる技術情報や実測データ等を収集し、技術的要件の
見直し等を行う。

大気環境保全及び地球温暖化防止の推進のため、自動車の排ガス・燃費基準の策定等
に関連した測定・評価手法の確立・改善、及び諸外国の基準に対し、国内の取り込みの
必要性に関する評価・分析が継続的に必要である。

環境省、経済産業省への技術的支援
・測定・評価手法等に関する技術的な情報提供

・排ガス・燃費基準策定に必要な各メーカーの
対応状況等のデータ提供


